
平成２６年度 第 1回みんなで支える森林づくり上小地域会議 

 

開催日時：平成２８年３月８日（火）１３：３０～１６：３０ 

開催場所：上小森林センター他 

出席委員：上原栄子委員、加々美貴代委員、池内典和委員、田中雄介委員、矢ヶ崎雅哉

委員、金山睦夫委員、矢嶋茂雄委員、石井公彦委員 

事 務 局：長野県上小地方事務所林務課 

 

1  現地調査 １３：３０～１４：３０ 

（１）信州の木活用モデル地域支援事業（上小森林センター駐車場） 

  ・実寸大の地域材を利用した「ミニチュアハウス」 

 

（２）全国植樹祭会場（上田市自然運動公園） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年度 第２回みんなで支える森林づくり上小地域会議 



２ 会  議 １４：４５～１７：００ 

（１）開会 

  ＜事務局＞ 

ただいまから、第２回みんなで支える森林づくり上小地域会議を開催します。今回

は、全員の委員が出席されております。前回欠席の方、今回初めて出席される方がい

らっしゃいますので、各委員様の自己紹介をお願いします。 

・・・事務局、各委員自己紹介・・・ 

＜事務局＞ 

それでは、会議事項に入りたいと思います。地域会議設置要領第４の２に基づきま

して、議事進行を金山座長にお願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

 

（３）会議事項 

  ＜金山座長＞ 

これから議事を進行させていただきます。 

会議次第の会議事項（１）森林税活用事業（第 2期）の今後の進め方について、事

務局説明をお願いします。 

＜事務局説明＞ 

・森林税活用事業（第 2期）の今後の進め方について資料２ 

 

＜金山座長＞ 

御質問、御意見がありましたら、お願いします。 

 

（特に意見なし） 

 

＜金山座長＞ 

このことについて意見がありましたら、後ほど発言していただくこととして、次の

会議事項に移りたいと思います。 

（２）平成２７年度「長野県森林づくり県民税」活用事業の実績について事務局の

説明をお願いします。 

 

    ＜事務局説明＞ 

○平成２７年度「長野県森林づくり県民税」活用事業実績について 

・平成２７年度実績・・・・・・・・・・資料３－１ 

・森林づくり推進支援金・・・・・・・・資料３－２ 

・信州の木活用モデル地域支援事業・・・資料３－３ 

・木育推進事業・・・・・・・・・・・・資料３－４ 

・里山活用推進リーダー育成事業・・・・資料３－５ 

 



     

＜金山座長＞ 

それでは、平成２７年度の実績について御説明をいただきました。このことについ

て意見、事業内容への質問や確認など発言をお願いしたいと思います。 

 

＜金山座長＞ 

田中委員さんが実施されたミニュチュアハウスについて、目的や実施した感想など

どうでしょうか。 

 

＜田中委員＞ 

先ほどご覧いただきましたミニュチュアハウスについて、林務課からの指導もあり

やっと完成しました。木育の一環として授業やイベントに使うため、県産材をふんだ

んに使い、暖かみのあるものとなりました。28 年度に向けて、色々利用してもらいた

いと考えています。子供たちがどのような反応をみせてくれるのか楽しみです。 

 

＜矢ヶ崎委員＞ 

  全国植樹祭の会場（上田市有林）を見させていただきましたが、日高精機さんが 

森林整備費について寄付されたと説明されましたが、税事業の森林の里親促進事業 

との関係について説明をお願いします。 

 

＜事務局＞ 

 日高精機様から見える山（全国植樹祭会場含む松林）で松枯れが多く発生している

ことを受けて、日高精機様で森林整備（松枯れ対策、景観対策）に協力したい旨の相

談が地方事務所にありました。そこで、この森林の里親促進事業を利用して、長野県

が仲介し上田市と日高精機で森林整備ついて平成26年3月に協定を結んでいただいた

経過があります。全国植樹祭にも協力していただいています。 

 

＜事務局＞ 

 補足ですが、資料３－１の１の「みんなで支える里山整備事業」での実績の落ち込

みが大きい理由は、森林税を導入しまして８年目となり、里山周辺の間伐が進んでき

たことや所有者の同意等実行が難しい所が残っていることが原因と思われますが、所

有者や自治会などに働きかけを強化し、今後も引き続き必要な所について税事業を導

入していきたいと思います。また２の「みんなで支える里山整備事業」の搬出支援で

すが、地域住民や自治会でコストをかけて搬出しても、出口がなく補助金があっても

赤字となってしまうことから、出口対策や人材対策を行い、継続的搬出材を利用する

しくみを作っていくことが必要と思うし、取り組んでいきたいと思います。 

  

 



＜矢嶋委員＞ 

先日、生産森林組合の総会で松くい虫防除の空中散布の実施について意見がありま

した。 

私としては、健康等の配慮などにより実施は難しいとの話をしましたが、新しい情

報や今後の見通し、また伐採跡地の造林、特に広葉樹の造林をどのようにやっていく

べきか、教えていただきたい。 

 

＜事務局＞ 

松くい虫防除は、大変難しい課題であり、すぐに解決できるものはないと思います。

拡大を抑えるのがまず必要。重要な松は、ピンポイントで守るなら樹幹注入が効果が

あります。また、空中防除は地域の合意形成が必要で大変難しく、上田市も空中防除

を中止している現状があります。 

広葉樹林の造成などについては、具体的な計画を相談していただければ、また一緒

に取り組んでまいりたいと思います。 

 

＜金山座長＞ 

次の会議事項に移りたいと思います。 

（３）平成２８年度「長野県森林づくり県民税」活用事業の計画について事務局の

説明をお願いします。 

 

＜事務局説明＞ 

○平成２８年度「長野県森林づくり県民税」活用事業実績について 

・平成２８年度計画の概要・・・・・・・資料４－１ 

・森林づくり推進支援金・・・・・・・・資料４－２ 

・木育推進事業・・・・・・・・・・・・資料４－３ 

・里山活用推進リーダー育成事業・・・・資料４－４ 

 

＜金山座長＞ 

それでは、平成２８年度の計画について御説明をいただきました。このことについ

て意見、事業内容、また森林・林業全体について、発言をお願いしたいと思います。 

 

＜上原委員＞ 

私の住んでいる青木村での木育については、必要性を感じていたところでしたが、

来年度、初めて青木村小学校で行っていただくということで、感謝しております。 

 

＜池内委員＞ 

先ほど見たミニュチュアハウスですが、組立に子供たちがどのように関わるのか、

ある程度多くの人数で作るのですか。 



 

＜田中委員＞ 

親子いっしょになって組立てもらうことを想定しています。大きく高さがあるので、

上部は大人が作ることになると思います。 

 

＜池内委員＞ 

ミニュチュアハウス作りは、ダイナミックさがあり木育には良いと思います。私の

今までの経験では、住民自治会による親子木工作や青木中学校総合学習でのログハウ

ス作りの体験などが木材への関心が深まる取組だったと思います。 

 

＜加々美委員＞ 

 信州型自然保育としていくつかの保育園が今認定を受けていると思いますが、具体的

に何をしていいかわからない状況にあります。野外保育とは、森をフィールドにして木

育的内容を盛り込んでやるのですが、県庁では次世代サポート課が支援していて、私も

野外活動でお手伝いしていますが林務部と連携して山に関わる方の協力がいただけれ

ば、もっと信州型自然保育が進むのではないかと思います。また小学校なども木育など

が継続的に取組みができるようになればいいと思います。 

 

＜事務局＞ 

 承知しました。委員のみなさんの意見を念頭において、取り組んでいきたいと思いま

す。 

 

＜矢嶋委員＞ 

 森林税での取組については、８年間実施され、それなりの成果が出てきたと説明があ

ったが、さらに将来の見通しをしっかり考えて、より取組みやすい活用できる事業をお

願いしたい。 

 

＜石井委員＞ 

 森林税事業で、地域の木材を使った木製のバス停などできるのか聞きたい。 

 

＜事務局＞ 

 信州の木活用モデル地域支援事業で可能、プロポーザル方式ですので、事前に計画等、

地域の合意形成などを行ってほしいと思います。 

 

＜石井委員＞ 

 地域の材で作って、木材業者など上小の木材団体が取組むようになればいいと思う。 

 地域の人が手入れした山に関心持つために、たとえば、雑きのこ生産の取組が森林税

活用事業でできないかお尋ねしたい。夢のある山林経営ができるような支援をお願いし



たい。 

 

＜事務局＞ 

 里山活用推進リーダー育成事業を活用していただきたい。 

 

＜金山座長＞ 

山へ人がいくことが大事だと思います。 

 

＜矢ヶ崎委員＞ 

 山の日、信州の山の日について、もっとＰＲしたほうがよいのではないと思います。 

どうでしょうか。 

 

＜事務局＞ 

 信州の山の月間があり、昨年はこの間に様々な行事が行われました。今年もまた関連

行事なども予定されております。また、８月１１日に上高地で大きなイベントがありま

すが、このような機会を利用して山や森林に関心をもっていただくようなＰＲ等を行っ

ていきたいと思います。 

 

＜金山座長＞ 

 大北森林組合の事件については、たいへん残念な思いがありますが、森林税の廃止等

の声は、地元では聞こえない。森林税の活用をしっかりやってほしいとの意見が多い。 

県全体の感触としてはどうでしょうか。 

 

＜事務局説明＞ 

 すぐに森林税を廃止すべきとの意見もあるが、２期の５年間、つまりあと２年間はし

っかりやっていきたいと考えています。３期については、環境税などの動きもあり、ま

だ未定となっている状況です。地域会議や県民会議で実績や効果を公開したり、ＰＲを

しっかりやっていきたいと思います。 

  

＜金山座長＞ 

他に委員の方から何かありますか。特になければ、すべての議事を終了します。あり

がとうございました。 

 

    


